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( 2 )レジストロ日本移民記念館。 収蔵民具
の見学およぴ






























( 2 )サンパウ口市内ピラ・カロン地区。 沖
縄系宗教罰体 Amora Jesusの礼拝見
学およびインタビュー。
( 3 )レジスト口市内。①コチア製茶工場跡、
レジストロ植民地第 4部を巡見し、第
2回視察の補足調査。②「イグアッペ、
レジスト口、セッテバラス自本開拓移
民百周年J記念式典に参列。③百本人
墓地にて無縁仏供養の見学。④ベース
ボールクラブにて駐伯大使による設備
品寄贈式に参列。
(4 )イグアッペ市。 ドイツ入植民地パリケ
ラ・アスーでの墓参を見学した後、イ
グアッペ港、イグアッペ市立歴史博物
館、桂植民地記念碑を見学。
( 5 )レジスト口市。国道工事犠牲者合同!君、
霊祭の見学。
( 6 )セッテバラス市。墓参の見学。セッテ
パラス日伯文化スポーツ協会訪問。 I日
海外興業医院跡視察。
( 7 )レジスト口市。ベイラ・リオ公匿の盆
踊り及び灯籍流しの見学。
また、同年度中の 2014(平成26)年 1月
29日には、日本でサバテイカル滞在中の森
幸一氏が第 93回常民研研究会にて「ブラジ
ルで『ユタjになる一一一二人の沖縄系霊能
者の成亙過程とハイブリッドな呪的救済世
界」という研究発表をおこなった。
以上、極めて簡単ではあるが、近年の常
民研で始まった南米日系人に関する調査研
究活動を列記した。文字通り零からの出発
であったため、現状はパイロット調査をよ
うやく終えたといったところであるが、次
年度以降は、所外の専門家の協力も積極的
に仰ぎつつ、日本および東アジアで蓄積し
てきた民俗学的研究を南米日系入社会へと
延長する本格的な共同研究へと発展させて
いきたい。
これまでの活動で、は多くの方々からのご
助力を受けている。最初のブラジル視察で
は、サンパウロ到着査後から神奈川大学校友
会の貞方賢彦、高木和棒、大東員B百、板垣
)j券秀、高津さとる、大矢進貞、馬烏勲、繁
絡昌文、板垣勝秀の諸氏から格別のご高配
をいただいた。不案内な土地にもかかわら
ず不安無く円j骨に予定を消化することがで
きたのは諸兄のご好意があったからに他な
らなし Io 沖縄関連の視察には、県人会の松
堂忠顕氏から案内をいただいた。第 2回視
察で広大なレジストロ植民地を巡行し紹介
してくださったのは、日伯文化協会の金子
国栄、清水ルーベン、福淳一興の諸氏であ
る。福淳氏には更に、 3回目の渡伯時にレ
ジストロ毘辺の他の植民地まで、連れて行っ
ていただいた。ご自身が収集していた貴重
な史資料もいただいている。資料について
は、かつて海外興業でご活躍された技術者
を御尊父をもっ京田三恵氏からもご提供い
ただいた。ここに記してこれまでに賜った
ご厚情に感謝の意を表す。
